
 

A preliminary study toward the improvement of low fishmeal diet utilization in a Yamanashi 

strain of rainbow trout Oncorhynchus mykiss (山梨系ニジマスにおける低魚粉飼料の利用性改善の方向性

の検討)（概要） 
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要旨：将来的な低魚粉時代に対応するため，山梨県が継代飼育しているニジマスにおける低魚粉飼料の利用性を

知見が豊富な醒井系と比較するとともに，低魚粉飼料により成長選抜して交配する有効性について検討した。魚

粉 50％および植物性原料主体の魚粉 5％飼料を飽食量与えた山梨系稚魚の飼育成績は醒井系と同等であったが，

魚粉 5％飼料における摂餌性や比肝重値がやや劣り，消化吸収率や肝臓と腸管の組織状態がやや優れた。一方，

魚粉 5％飼料で選抜・交配して得られた山梨系 F1 稚魚では両飼料とも摂餌性が向上して通常の山梨系に比べて成

長や飼料効率が改善したが，胆汁生理等に顕著な改善は見られなかった。さらに魚粉 5％飼料を制限給餌したと

ころ，選抜 F1 稚魚では成長とともに飼料効率が改善した。以上のことから低魚粉飼料の利用性は家系により特

徴があり，山梨系ニジマスでは低魚粉飼料により選抜交配を継続することが有効であることが示唆された。 
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